
様式第1号(第6条関係) 

令和２年度 ＰＰＤＣＡサイクル表 

  台帳番号 令和２年度 ８ 番  当初起案日 令和２年 ４月 ９日 

所  管 議会活性化特別委員会   担当者 職・氏名 係長 高橋 英樹  

サイクル 年 月 日 内   容   等 

計画 

Plan 

 

 

 

 

2.4.9 議会活性化特別委員会を開催し、次のとおり計画を決定 

誰が：議会が 

いつ：令和２年９月頃に 

どこで：市民約1,500人を対象に 

何を：市民アンケートを 

なぜ（何のために）：議会でのこれまでの取り組みの評価や議会で今後

取り組む課題など、市民の意向を把握するために 

どうする：実施する。 

手順・ 

経過 

Process 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4.9 

 

 

 

2.5.14 

 

 

 

2.7.9 

 

 

2.8.12 

 

 

 

2.8.31 

～9.18 

2.10.8 

 

委員会を開催。 

前回の平成28年度の調査結果報告から、定期的な開催として本年度、市

民アンケートを実施することを確認。概要及びスケジュールの案を確認し 

た。 

委員会を開催。 

 アンケート内容について、正副委員長案のたたき台をもとに協議した。 

 また、アンケートの回答方法として、用紙での回答のほか、ＱＲコード

を活用したインターネット回答方式も取り入れることを確認した。 

委員会を開催。 

 アンケート内容について、前回委員会での意見等を踏まえて修正した素

案をもとに協議した。 

委員会を開催。次のことを最終的に決定した。 

スケジュール(予定) 

 ・８月31日に発送し、アンケート締切日を９月18日とした。 

 ・集計後の委員会でアンケートの分析を行う。 

アンケート調査を実施した。 

 

委員会を開催し、アンケートの集計結果（単純集計、537人から回答あり）

を確認。次回委員会で、アンケートの分析を行うことを決定した。 

市民アンケート 



手順・ 

経過 

Process 

（続き） 

2.11.12 

2.11.13 

2.11.20 

委員会を開催し、アンケートの分析結果（正副委員長作成）を確認した。 

議長に、アンケートの集計・分析結果の報告書を提出した。 

議長において、全議員にGメールでアンケートの集計・分析結果の報告書

を送付した。 

実行 

Do 

2.8.31 

～9.18 

2.11.13 

アンケート調査を実施した。 

 

議長に、アンケートの集計・分析結果の報告書を提出した。 

検証 

Check 

2.11.12 

2.11.13 

委員会を開催し、アンケートの分析結果（正副委員長作成）を確認した。 

分析の結果、若年層の議会に対する関心度、認知度は依然として低いこと

から、議会活性化特別委員会から議長に対し、高校生との意見交換の拡充

など、若年層とのコミュニケーション機会を増やすことを提案した。 

改善 

Action 

  

 


